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第２巻（昭和５０年３月） 

 

 （原 著） 

•自閉的傾向の強い子の一事例  玉井収介・遠藤園子 １－１１  

•弱視児の読書材の最適性に関する実験的研究  岡田明 １３－２１  

•教育上，特に指導困難な重複障害児の事例的研究  中山文雄 ２３－３３  

•オプタコン（盲人用光学式読書器）の活用に関する実験的研究  小柳恭治・木塚泰弘・

山梨正雄・山県浩・原幸雄 ３５－４４  

•ＰＲＥＢ学習能力診断検査翻案の試み（標準化，その１）  川村秀忠・村田茂・長尾文

代・永峯博 ４５－５５  

•幼児の不正構音の分析  松本治雄・長沢泰子・伏見泰子 ５７－６６  

•行動軌跡記録装置の使用例の分析に関する研究  詫間晋平・菅井勝雄・高橋美津子・田

村京信 ６７－７５  

•ぜん息児の親の態度の変容過程について  武居孝男・永峯博 ７７－８２  

•難聴児の音の知覚について  星名信昭・今井秀雄・岩城謙 ８３－９２  

•聴覚障害幼児の交信行動の分析  菅原廣一・今井秀雄・岩城謙 ９３－１０７  

•“てんかん”をともなう障害児への教育導入について  片山達夫 １０９－１１９  

•精神薄弱児の教育内容・方法に関する研究  松原隆三・東正・田口則良・渡辺健郎・位

頭義仁・建川博之 １２１－１３５  

（資 料） 

•諸外国における重度・重複障害児の教育事情に関する調査報告（その２）  瀬田智恵子 

１３７－１４８ 


